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第
四
回
白
石
市
交
通
安
全
市
民
大
会
開
か
る

　
　
　
交
逓
睾
全
憾
茶
の
間
ガ
5

　
　
　
　
　
交
通
事
故
の
な
い
明
る
く
住
み
よ
い
ふ
る
さ
と
づ
く
り

「
交
通
事
故
の
な
い
明
る
く
住
み
ょ

い
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」
を
め
ざ
し
、

十
一
月
五
日
、
中
央
公
民
館
に
お
い

て
第
1
0
回
白
石
市
交
通
安
全
市
民
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
、
各
老
人
ク
ラ
ブ
、
交

通
安
全
協
会
、
交
通
安
全
母
の
会
を

は
じ
め
、
多
数
の
市
民
が
参
加
し
、

交
通
事
故
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
へ

黙
と
う
を
さ
さ
げ
た
後
、
交
通
安
全

矧、1一

　
　
　
　
　
　
暇

餐

綾
ヤ

◎
亀
！
　
　
野

曇
　
　
復
磯

　
　
〔
・
ぐ

難
車
歳
翻
敵
繊
縫
、

か
急
彫
♂
紛
争
缶
価
♪
’
　
．
）
恥
争
霧
蛎
φ
2
霧
、
お
・
ω
争
の
る
・
孝
妙
⑩
転
動
、
　
　
ね
妙
殆
ゆ
⑱
糞
応
象
＼
レ
Φ
恥
＠
¢
⑫
動
っ
彫
婦
⑳
φ
凱
命
扮
φ
伽
為

　
に
功
労
の
あ
っ
た
方
々
に
感
謝
状
が
　
ン
ト
。
み
な
さ
ん
も
防
衛
運
転
を
心

　
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
が
け
、
交
通
事
故
に
あ
わ
な
い
よ
う

　
　
沼
田
白
石
警
察
署
長
か
ら
管
内
の
　
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
交
通
情
勢
に
つ
い
て
講
話
が
あ
っ
た
　
　
最
後
に
、
大
会
宣
言
が
読
み
あ
げ

　
後
、
優
良
運
転
者
専
任
講
師
奥
田
喜
　
ら
れ
「
交
通
安
全
は
茶
の
間
か
ら
」

　
美
子
氏
か
ら
「
車
と
と
も
に
生
き
て
　
を
モ
ッ
ト
ー
に
市
民
総
ぐ
る
み
で
交

　
防
衛
運
転
の
す
す
め
」
の
講
演
が
あ
　
通
安
全
運
動
に
取
り
組
む
こ
と
を
誓

　
り
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
道
路
の
看
　
い
あ
い
ま
し
た
。

　
板
に
『
自
分
の
責
任
に
お
い
て
、
危
　
噺
ρ
、
．
㌦
ぐ
、
ン
、
㍉
！
、
・
い
、
．
．
伊
㌧
、
．
ン
婿
．
㍉
・

険
を
承
知
で
運
転
せ
よ
』
と
い
う
の
嶺
交
通
安
全
功
労
者

が
あ
り
、
日
本
と
の
音
議
の
違
い
を
燃
　
感
謝
状
贈
呈
者

　
感
じ
た
そ
う
で
す
。
防
衛
運
転
は
、

『
視
線
を
遠
く
』
『
視
野
法
ー
』
瓢
岩
渕
功
（
自
蔓
部
）

そ
し
て
『
音
を
聞
く
』
こ
と
が
ポ
イ
渦
八
島
孝
夫
（
越
河
支
部
）

旧
・
…
，
…
…
・
・
：
：
：
…
：
：
：
・
：
：
・
一
い
べ
　
佐
藤
芳
郎
（
斎
川
支
部
）

　
　
　
大
会
宣
言
　
　
　
　
罵
…
　
谷
津
竹
治
（
大
平
支
部
）

㎜
一
、
歩
－
と
き
や
自
転
車
を
利
用
す
鰍
斎
藤
芳
（
大
鷹
沢
支
部
）

　
　
と
き
は
、
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
や
…
汽
　
吉
田
剛
一
（
自
川
支
部
）

　
　
マ
ナ
を
守
り
ま
す
・
　
　
罵
日
下
貞
義
（
福
岡
支
部
）

…
、
「
邊
篠
諜
縁
磯
…
離
酷
幕
舞

…
　
正
し
く
着
用
し
・
安
全
運
転
に
心
…
離
　
岡
崎
よ
し
い

　
　
が
け
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
…
宥
　
　
　
　
（
交
通
安
全
母
の
会
）

…
ラ
ピ
ー
ド
違
反
や
酒
の
み
運
転
蕊
用
“
佐
藤
勝
利
（
畜
指
導
隊
）

　
　
の
無
謀
運
転
を
追
放
し
ま
す
。
　
…
絃
　
　
　
　
　
　
　
〔
敬
称
略
〕

軸
：
：
：
：
騨
：
：
：
：
：
…
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．
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、
≧
諺
物
㌃
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．
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ρ
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
夕
．
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ら
㌔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
／
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＝
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≡
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一
≡
＝
一
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…
≡
≡
…
一
≡
剛
≡
＝
≡
田
曹

㎜
冬
道
の
安
全
運
転
　
　
　
　
㎜

　
　
㎜
　
　
「
閣
・
二
・
三
運
動
」
㎜

　
≡
糊
一
一
≡
一
…
一
≡
≡
一
≡
＝
＝
≡
≡
一
一
一
≡
一
一
≡
≡
＝
…
≡
≡
≡
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≡
≡
≡
一
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≡
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一
一
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≡
≡
≡
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一
一
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≡
≡
…
…
一
『
一
≡
≡
≡
≡
≡
一
≡
一
一
＝
≡
…
田
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
、
，
ー
ヤ
の

一
割
ス
ピ
i
ト
ダ
ウ
ン
　
　
　
　
混
合
使
胴
は
危
険

　
積
雪
・
凍
結
路
は
す
！
り
や
す
し

の
で
、
最
低
で
も
一
割
の
ス
ピ
ー
ド

ダ
ウ
ン
を
し
て
安
全
運
転
を
心
が
け

ま
し
よ
う
D

二
倍
の
車
間
距
離
を
と
ヴ
っ
う

　
凍
結
路
の
制
動
距
離
は
、
乾
燥
路

の
約
二
倍
と
な
り
ま
す
。
追
突
事
故

を
防
ぐ
た
め
通
常
の
二
倍
の
車
問
距

禽
離
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

砿
三
分
早
め
に
出
発

　
　
心
の
あ
せ
り
や
無
理
な
運
転
は
重

溜
大
事
故
を
招
き
ま
す
。
三
分
早
め
に

嫉
出
発
し
、
余
裕
あ
る
運
転
を
心
が
け

ゼ
ま
し
ょ
う
。

恥
麟
嫉

＼
　
　
腰

、
　
㌔

～
％
　
　
一

　
　
律
。
6

　
“
　
　
　
レ
、

誌
　
　
喫

璽

＼
』』＼

　
タ
イ
ヤ
の
混
合
使
用
は
、
制
動
時

に
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
や
す
く
危
険
で

す
。
四
輪
同
一
の
タ
イ
ヤ
を
使
用
し

ま
し
ょ
う
。

冬
期
間
は
四
輪
と
も

　
冬
嗣
タ
イ
ヤ
か
賢
明
で
す

　
こ
れ
か
ら
は
い
つ
降
雪
が
あ
る
か

わ
か
り
ま
せ
ん
。
四
輪
と
も
ス
タ
ッ

ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
な
ど
の
冬
用
タ
イ
ヤ

を
装
着
し
、
ま
た
、
常
時
タ
イ
ヤ
チ

ェ
ー
ン
を
携
行
し
、
深
雪
な
ど
の
緊

急
時
に
備
え
る
心
が
ま
え
が
必
要
で

す
。　

積
雪
、
凍
結
な
ど
滑
る
お
そ
れ
の

あ
る
道
路
で
は
、
確
実
な
滑
り
止
め

を
着
装
し
、
安
全
運
転
を
心
が
け
、

交
通
事
故
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

冬
道
走
行
に
関
す
る

正
し
い
知
識
と
技
術
の
修
得

　
車
や
タ
イ
ヤ
の
性
能
を
把
握
し
、

正
し
い
操
作
の
知
識
と
技
術
を
身
に

つ
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
急
ハ
ン
ド
ル
、
急
ブ
レ
ー
キ
、
急

発
進
、
急
加
速
な
ど
「
急
」
の
つ
く

運
転
は
危
険
で
す
。
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ノースパイク人にやさしく道にやさしく

励跳据イ勿思
　　曹◎⑫か④隠隠含

　
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
使
用
自
粛
の
推
進
は
、
行
政
と
住
民
が
一
体
と
な
り
交

通
の
安
全
を
確
保
し
な
が
ら
、
道
路
粉
じ
ん
の
発
生
を
防
ぎ
、
さ
わ
や
か
な

生
活
環
境
を
守
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の
使
用
自
粛
が

広
く
浸
透
し
た
と
は
い
え
、
舗
装
路
面
の
摩
耗
や
粉
じ
ん
は
看
過
で
き
な
い

状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
　
『
道
に
や
さ
し
く
、
人
に
や
さ
し
く
ノ
ー
ス
パ
イ

ク
』
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
よ
り
一
層
の
脱
ス
パ
イ
ク
運
動
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

　
冬
の
道
路
粉
じ
ん
の
成
分
は
、
大
部
分
が
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
に
削
り
取
ら

れ
た
路
面
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
で
あ
り
、
こ
れ
ら
が
季
節
風
や
自
動
車
の
走
行

風
で
舞
い
あ
が
り
、
大
気
を
汚
染
し
、
私
た
ち
の
健
康
に
も
重
大
な
影
響
を

与
え
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
し
め
き
っ
た
車
の
中
に
も
粉
じ
ん
は
た
く
さ
ん
入
っ
て
き
ま
す
。
ド
ラ
イ

バ
ー
も
、
同
乗
者
も
無
意
識
の
う
ち
に
粉
じ
ん
を
吸
っ
て
い
る
の
で
す
。

冬
で
も
快
適

　
ス
タ
ツ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ

　
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
は
、
気
温

が
低
下
し
て
も
硬
く
な
ら
な
い
特
殊

ゴ
ム
で
造
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ス

パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
と
比
べ
て
も
、
制
動

駆
動
性
能
と
も
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。
ま

た
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
特
有
の
走
行
音

も
あ
り
ま
せ
ん
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ

れ
ば
、
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
の
使

用
者
の
9
6
％
は
、
ほ
ぼ
満
足
し
て
い

る
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

☆
脱
ス
パ
イ
ク
運
動
の
推
進

　
家
族
、
職
場
で
話
し
合
い
、

身
近

な
と
こ
ろ
か
ら
脱
ス
パ
イ
ク
を
実

践
し
ま
し
ょ
う
。

道
路
環
境
の
整
備

☆
除
雪
事
業

　
市
街
地
の
主
要
幹
線
道
路
は
、
5

　
㎝
か
ら
除
雪
し
、
他
の
路
線
は
1
5

　
㎝
か
ら
実
施
し
、
安
全
の
確
保
に

　
努
め
ま
す
。

▼
雪
寒
指
定
路
線
の
市
道
川
原
子
線

　
は
、
車
輪
式
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車

　
で
除
雪
し
、
三
住
・
蔵
王
・
不
忘

　
小
原
地
域
に
お
い
て
は
、
業
者
に

　
委
託
し
て
除
雪
す
る
。

▼
市
街
の
主
要
幹
線
道
路
は
、
市
の

　
グ
レ
ー
ダ
ー
で
除
雪
す
る
。

▼
そ
の
他
の
幹
線
道
路
に
つ
い
て
は

機
械
を
借
り
上
げ
て
除
雪
し
、
安

　
全
を
は
か
る
。

☆
融
雪
事
業

　
市
街
地
の
交
通
量
の
多
い
市
道
の

　
坂
道
に
、
融
雪
剤
を
散
布
し
、
融

　
雪
と
凍
結
防
止
に
つ
と
め
る
。
ま

　
た
、
日
当
り
の
悪
い
坂
道
に
は
、

　
す
べ
り
止
め
用
の
砂
を
置
く
。

ピ
ン
抜
き
機
具
お
よ
び

　
V
T
R
テ
ー
プ
の
貸
出
し

☆
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の
ピ
ン
抜
き
機

　
具
を
貸
出
し
ま
す
。

☆
冬
道
の
安
全
運
転
に
つ
い
て
わ
か

　
り
ゃ
す
く
ま
と
め
た
V
T
R
テ
ー

　
プ
「
冬
道
の
安
全
走
行
」
を
貸
出

　
し
ま
す
。

※
詳
し
い
こ
と
は
、
保
健
衛
生
課

　
費
二
五
－
三
二
内
線
六
〇
三
ま
で

☆
地
域
ぐ
る
み
の

　
　
門
前
雪
か
き
蓮
動
の
推
進

　
み
ん
な
で
声
を
か
け
あ
い
、
自
宅

　
前
の
道
路
な
ど
の
雪
か
き
を
し
ま

　
し
よ
レ
り
o

☆
冬
道
安
全
運
転
の

　
　
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う

　
冬
道
は
す
べ
り
や
す
い
の
で
ス
ピ

　
ー
ド
を
一
割
ダ
ウ
ン
し
、
車
間
距

　
離
を
十
分
と
り
、
三
分
早
め
に
出

　
か
け
る
こ
と
を
心
が
け
、
余
裕
の

　
あ
る
運
転
を
し
ま
し
ょ
う
。

気f惣沼市癒

石嵩市

b寄Q

重点地域［ニニコ

　タイヤチェーンなどの
　すべり止めの方法を謂

　じ、スバイクタイヤは

　極力使用しない。

推進地域E二ニコ

　路面の状況により、ス

　パイクタイヤが不必要

　なときは使用しない。

『スパイクタイヤ　　ー

　使用規制地域区分

秋　　　　　　　岩手県
田

県

　　　　　　　　　　若
　　　　　　　　　　　柳
　　　　　　一迫町　館町

　　　　　きさ　　

　　　宮崎町争胡

山　　　　色麻町
形　　　　　　　大尚村

県　　　　大醐

　　　　　　　　　　　　　o
　　　　　　　泉市
　　　　宮誠町

　　　　蚤，【，イ艮し　　仙台斎
　　　秋保吋

　　　川崎町

　　　　　　村田町
　　　　蔵…E貯

　　　　自石市
七ヶ宿町

　　　　福島県
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昭
和
六
十
二
年
度

各
種
功
労
者
表
彰

臼
石
市
福
岡
尾
箆
公
衆
衛
生
組
合

臼
石
市
福
岡
蔵
王
公
衆
衛
生
組
合

白
石
市
小
原
冷
清
水

　
　
　
　
　
　
公
衆
衛
生
組
合

　昭和六十

二
年
度
各
種
功
労
者
表
彰
式
が
、
去
る
十
一
月
二
日
、
市
役

所
大
会
議
室
で
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
の
各
種
功
労
者
は
十
六
名
の
方
々
と
二
十
団
体
で
し
た
。

　
表
彰
さ
れ
た
み
な
さ
ま
に
、
心
か
ら
お
祝
い
を
申
し
上
げ
、
今
後
の
ご

活
躍
と
ご
健
康
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

嚇
特
別
自
治
功
労
者
…

鍵翠慶瀞欝磁葡撫力翻春縣　　II・目 l

　　　　　　　　　　　　　　　皇
　　　　　　　　　　　　　　　　ノロ　　　
　　　　　　　　　　　　　　部功　間地
　　　　　　　　　　　　　　　労
　　　　　　　　　　　　　　　者
　　　　　　　　　　　　　　輝川i“勝

　　　　　　　　　　　　　　男　　　　郎敏

』
納
税
功
労
者
…

本
郷
第
三
コ
ニ
コ
納
税
貯
蓄
組
合

越
河
町
屋
敷
納
税
貯
蓄
組
合

大
鷹
沢
第
十
二
区
納
税
貯
蓄
組
合

吹
上
組
納
税
貯
蓄
組
合

佐
久
間
　
政
蔵

㎜
衛
生
功
労
者
…

亘
　
理
　
健
　
一

加
　
藤
　
司
　
郎

大
　
槻
　
あ
　
さ

白
石
市
立
南
中
学
校
生
徒
会

白
石
市
新
町
公
衆
衛
生
組
合

白
石
市
短
ケ
町
公
衆
衛
生
組
合

自
石
市
越
河
第
三
公
衆
衛
生
組
合

白
石
市
斎
川
第
六
公
衆
衛
生
組
合

自
石
市
大
平
第
五
公
衆
衛
生
組
合

臼
石
市
大
鷹
沢
第
三

　
　
　
　
　
　
公
衆
衛
生
組
合

白
石
市
白
川
第
三
公
衆
衛
生
組
合

　　　　トいヨト

相大太産
場江田業
芳康功
　　　労
久昭一者

　　　川IIII

…
社
会
福
祉
功
労
者
…

八
　
島

鈴
　
木

立
　
田

佐
久
間

登と庄ヤ
志

江み吉イ

㎜
公
安
消
防
功
労
者
…

遠
　
藤
　
正
　
一
一

斎
川
地
区
婦
入
防
火
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
連
絡
協
議
会

　
越
河
防
犯
協
会

深
谷
地
区
防
犯
協
会

…
篤
　
行
　
者
…

自
石
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
株
式
会
社

白
石
砂
利
砕
石
株
式
会
社

高
　
橋
　
昭
　
義

　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

　
　
　
　
　
　
登
載
申
請
に
つ
い
て

簿
は
昭
和
六
十
三
年
一
月
一
日
現
在
の
状

況
を
一
月
十
一
日
ま
で
に
提
出
す
る
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
登
載

申
請
書
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
ま
す
。

　
和
六
十
二
年
一
月
一
日
か
ら
同

　
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間

　
　
に
六
十
日
以
上
耕
作
に
従
事
し

　
た
と
認
め
ら
れ
る
者
）

　登

載
申
請
書
の
提
出
が
な
い
場
合

は
、
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

に
登
載
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
投
票
や

リ
コ
ー
ル
請
求
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
。

　
登
載
申
請
書
は
、
農
業
委
員
会
協

力
員
（
自
治
会
長
）
に
よ
り
十
二
月

中
旬
ま
で
に
配
布
さ
れ
、
一
月
上
旬

に
回
収
と
な
り
ま
す
が
、
十
二
月
中
旬

ま
で
に
申
請
書
の
届
か
な
い
方
や
、

不
明
の
点
が
あ
る
方
は
、
直
接
農
業

委
員
会
事
務
局
費
二
五
ー
二
二
一

内
線
二
三
〇
・
二
三
一
ま
で
問
い

あ
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

毒
葭
’
丙
り
凸
写
爲
あ
望
4
｝
碗
り
剴
・
一
り
＾
り
講
、
碍
ゐ
ッ
帯

翫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
込

一
皿
　
こ
の
申
請
書
は
来
年
度
も
使
”
晶

に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

皿
㎜
用
い
た
し
ま
す
の
で
、
て
い
ね
　

か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

管
い
に
取
り
扱
っ
て
く
だ
さ
い
。
“

塾
，
丙
器
詫
旨
㌣
g
欝
闘
轟
駕
匿
匿
｝
蕃
・
購
・
遭

φ

皿
　
選
挙
権
を
有
す
る
者

㎜
ω
市
内
に
住
所
を
有
し
、
年
齢
満
二

　
十
年
（
昭
和
四
十
三
年
四
月
一
日

一
　
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
）
以
上
の
者

一
　
で
次
の
要
件
を
具
備
す
る
者
で
丸

一
　
e
り
十
ア
ー
ル
以
上
耕
作
の
業
務
を

　
　
営
む
者

皿
　
回
そ
の
者
の
同
居
の
親
族
（
六
親

一
　
　
等
内
の
血
族
二
二
親
等
内
の
姻

　
　
族
）
ま
た
は
、
配
偶
者
で
あ
つ
て

『
　
　
年
間
に
六
十
日
以
上
耕
作
に
従

・
　
　
事
す
る
者

一
）

一
俊
他
の
市
町
村
に
転
出
し
た
者
で
あ

　
つ
て
も
、
次
の
場
合
は
有
資
格
者

と
な
り
ま
す
。

eり

農
閑
期
等
の
た
め
一
時
出
稼
ぎ

　と

認
め
ら
れ
る
者

働
特
別
の
事
情
に
よ
り
臨
時
手
伝

　
い
等
の
た
め
、
一
時
不
在
と
な

　
つ
た
者

の
疾
病
・
負
傷
等
に
よ
り
入
院
加

　
療
中
の
営
業
主
（
同
居
の
親
族

　
ま
た
は
配
偶
者
の
場
合
は
、
昭

国
民
年
金

　
保
険
料
を
追
納
し
て

　
　
　
よ
り
多
く
の
年
金
を
－

　
国
民
年
金
を
計
算
す
る
場
合
、
保

険
料
を
免
除
さ
れ
た
期
間
に
つ
い
て

は
、
保
険
料
を
納
め
た
期
間
の
三
分

の
『
に
減
額
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
救
済
措
置
と
し
て
追
納
制
度

が
あ
り
、
免
除
さ
れ
た
期
間
に
つ
い

て
10
年
前
ま
で
さ
か
の
ぼ
つ
て
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
追
納
す
る
保
険
料
の
額
は
、
免
除

を
受
け
た
月
が
61
年
3
月
以
前
で
あ

れ
ば
、
そ
の
当
時
の
保
険
料
額
で
す

が
、
6
1
年
4
月
以
後
の
場
合
は
、
一

定
の
加
算
が
あ
り
ま
す
。

　
生
活
に
ゆ
と
り
が
で
き
た
と
き
に

は
で
き
る
だ
け
追
納
し
、
よ
り
多
く

の
年
金
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
心
が
け

ま
し
よ
う
o

　…　7、、、鯉亀

麟暴藁1認
’ξ嚢◎

　
繰
上
げ
請
求
は
慎
重
に
ー

　
老
齢
基
礎
年
金
は
、
65
歳
に
な
つ

た
と
き
に
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
本
人

の
希
望
に
よ
り
、
60
歳
以
後
で
あ
れ

ば
繰
上
げ
て
請
求
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
そ
の
場
合
、
早
く
年
金
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
は
な
り
ま
す
が
、
不
利

な
点
も
あ
り
ま
す
。

●
年
金
額
は
、
請
求
し
た
と
き
の
年

　
齢
に
よ
り
、
一
定
の
割
合
で
減
額

　
さ
れ
、
生
涯
減
額
さ
れ
た
ま
ま
と

　
な
り
ま
す
。

●
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
や
退

　
職
共
済
年
金
が
6
5
歳
ま
で
支
給
停

　
止
に
な
り
ま
す
。

●
講
求
し
た
後
で
障
害
者
に
な
つ
て

　
も
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
ま

　
せ
ん
。

●
ご
主
人
が
亡
く
な
つ
て
も
寡
婦
年

　
金
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

●
請
求
を
し
た
後
で
厚
生
年
金
等
に

　
加
入
す
る
と
支
給
停
止
と
な
り
ま

　す。

　
一
旦
請
求
す
る
と
取
消
し
や
変
更

は
で
き
ま
せ
ん
。
長
い
老
後
の
所
得

の
中
心
と
し
て
年
金
が
大
き
な
位
置

を
占
め
て
い
る
現
在
、
充
実
し
た
老

後
を
送
る
た
め
に
も
、
繰
上
げ
請
求

は
慎
重
に
考
え
て
行
い
ま
し
よ
う
。

　詳し

く
は
、
市
民
課
国
民
年
金
係

智
二
五
－
二
一
一
一
内
線
一
三
六
へ

昭
和
62
年
分
の
主
な
税
法
改
正
事
項

　
所
得
税
関
係

●
配
偶
者
控
除
額
の
引
き
上
げ

　配

偶
者
控
除
額
が
、
62
年
分
に
限

り
次
の
よ
う
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。

源
泉
所
得
税
関
係

●
通
勤
手
当
の
非
課
税
限
度
額
が
引

き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

現
　
行

食
生
活
改
善
推
進
員
会

　
　
「
南
喜
一
賞
」
受
賞
す

　
毒

一
般
の
控
除
対
象
配
偶
者

老
人
控
除
対
象
配
偶
者

同
居
特
別
障
害
者
で
あ

る
控
除
対
象
配
偶
者

62
年
分

38
万
円

改
正
前

最
高
限
度
額

改
　
正

三
ハ
、
8
〔
円

二
四
、
O
R
円

　
法
人
税
関
係

●
土
地
重
課
税
制
度

　
昭
和
62
年
1
0
月
1
日
以
降
の
譲
渡

か
ら
、
保
有
期
間
が
5
年
を
越
え
る

土
地
の
売
却
益
は
、
重
課
税
の
対
象

外
と
な
り
ま
し
た
が
、
5
年
以
下
で

あ
れ
ば
20
％
、
2
年
未
満
は
30
％
の

税
率
で
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

※
詳
し
く
は
、
仙
台
国
税
局
税
務
相

談
室
奮
。
二
一
丁
二
一
＝
⊥
二
8
七
ま
た
は
、

大
河
原
税
務
署
費
〇
二
二
四
－
五
〒
二
呂
ニ
ヘ

灘

44
万
円

52
万
円

33
万
円

39
万
円

47
万
円

●
配
偶
者
特
別
控
除
の
創
設

　
生
計
を
一
に
す
る
配
偶
者
を
有
す

る
場
合
に
は
、
従
来
の
配
偶
者
控
除

の
別
枠
で
配
偶
者
特
別
控
除
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

配
偶
者
　
　
　
最
低
額
二
、
五
8
円
か
ら

特
別
控
除
額

　
　
　
　
　
最
高
額
≡
一
、
五
〇
〇
円
ま
で

｝
る
　
　
　
　
去
る
10
月
2
8
日
、
宮
城
県
民
会
舘
畠

…
躯
驚

話
表
賊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
澤

皿
石
て
心
讃
轟
鱗
鷺
籍
謄
縫
暫
燦
区
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

鱒
甑
難
繋
撮
こ
れ
を
り
も
赤
＋
字
運
動
に
あ
た
皿

皿
字
区
　
　
黎
…
重
表
㌘
す

㎜
麟
艶
碁
赫

嘱
欝
撫
灘
日
本
赫
無
長
川
井
貞
一
㎜

ゾ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

磐
　
～
…
ぜ
｛
｛
多
～
｛
瓠

緯
藩
轡
き
開
謬
た
「
　
＋

白
零
地
叢
煙
子
社
宮
城
県
支
部
倉
立
百
周
年
記
念

装
孝
多
車
坐
鋭
牽
大
会
」
で
、
白
石
市
地
区
が
優
良
地

　
　
　
　
　
無

　
　
　
　
　
　
　
た
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い

　
　
　
　
　
　
　
申
し
上
げ
ま
す
。

卜
搬

W
　
　
，
瓠
職

「
南
喜
一
賞
」
と
は
、
国
民
の
栄
養

と
食
生
活
の
改
善
の
た
め
功
績
の
あ

つ
た
、
飼
日
本
食
生
活
協
会
創
設
者

故
南
喜
一
氏
の
遣
金
に
よ
り
運
営
さ

れ
、
健
康
づ
く
り
、
食
生
活
、
栄
養

改
善
な
ど
に
尽
し
た
団
体
に
対
し
贈

ら
れ
る
も
の
で
す
。

　
昭
和
32
年
、
婦
人
会
に
料
理
グ
ル

群
プ
湾
く
約
、
「
食
生
活
の
改
善
を

w
通
し
あ
穫
つ
く
り
」
警
会
を

心
開
き
、
以
来
「
食
生
活
を
通
し
て
の

’
成
人
病
予
防
」
・
「
よ
い
食
文
化
を
伝

　
え
て
い
く
」
を
重
点
目
標
に
、
積
極

論
盤
耀
蕎
離
繕

　松山

市
で
開
催
さ
れ
た
全
国
大
会
に

　おい

て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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ぽ
く
ら
の
ま
ち
の
会
社
訪
問
⑳

」

市

長
　
　
日

誌

㈱
ヤ
マ
エ
ス
ニ
ッ
ト
自
石
工
場

　
　
　
　
　
　
　
▼
白
石
市
大
平
森
合
字
清
水
田
3
9
の
ー

　
国
道
一
二
二
号
郡
山
橋
の
近
く
に

婦
人
セ
ー
タ
ー
製
作
の
た
め
工
場
を

設
立
し
、
昭
和
3
8
年
1
月
操
業
に
入

り
、
常
に
新
し
い
デ
ザ
イ
ン
を
求
め

き
め
細
か
な
手
づ
く
り
に
よ
る
付
加

価
値
の
高
い
製
品
の
製
造
販
売
に
よ

り
業
績
を
伸
ば
し
て
き
た
会
社
で
す
。

　
昭
和
5
9
年
に
、
工
場
が
手
狭
と
な

っ
た
こ
と
や
、
住
宅
地
内
に
あ
っ
た

の
で
騒
音
公
害
な
ど
を
考
慮
し
て
、

現
在
地
に
移
転
、
設
備
を
一
新
し
省

力
化
が
は
か
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

「
製
品
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
電
話

一
本
の
応
対
に
し
て
も
気
を
く
ば
る

卜

　
　
心
幽
瞬
脚
、罪辮蹴一幽閣　　欝額　鷹

塵璽輔
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
手
づ
く
り
の

高
級
レ
デ
ィ
ス
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
し

て
、
実
際
に
着
て
満
足
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
当
社
発
展
の
基
礎
と
考
え

機
械
で
で
き
る
ボ
タ
ン
付
け
等
も
手

作
業
に
よ
り
確
実
に
行
っ
て
い
ま
す
」

　
「
人
間
の
生
活
に
は
昔
か
ら
衣
食
住

は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
す

か
ら
今
後
も
繊
維
産
業
は
不
滅
の
産
『

業
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
お
し

　
ゃ
れ
と
い
う
も
の
は
、
流
行
が
先
行

し
が
ち
で
す
が
、
直
ぐ
に
製
品
に
取

り
い
れ
ら
れ
る
よ
う
に
特
に
力
を
入

　
れ
て
い
ま
す
」
と
話
さ
れ
た
佐
藤
社

　
長
さ
ん
は
白
川
出
身
。
製
品
は
本
社

　
の
あ
る
東
京
で
大
部
分
を
販
売
し
て

　
い
ま
す
が
、
手
作
業
の
工
程
の
多
い

労
働
集
約
型
の
ニ
ッ
ト
製
品
の
製
作

　
は
、
潜
在
労
働
力
の
あ
る
と
こ
ろ
で

　
な
け
れ
ば
で
き
な
い
そ
う
で
す
。

　
　
白
石
工
場
の
社
員
は
女
子
2
8
名
、

　
男
子
1
0
名
、
手
づ
く
り
の
高
級
ニ
ッ

　
ト
製
品
は
、
　
『
従
業
員
は
会
社
の
宝
』

ユ
と
い
う
社
長
の
経
営
哲
学
の
も
と
、

　
従
業
員
の
北
海
道
慰
安
旅
行
や
、
父

　
兄
の
慰
安
会
等
に
よ
り
、
広
く
経
営

方
針
を
理
解
し
、
喜
ん
で
働
ら
け
る

　
会
社
を
目
標
に
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
1
0
月
2
9
日
㈱
・
3
0
日
團

　
　
東
北
小
都
市
研
セ
ミ
ナ
ー
開
催

　
　
東
北
に
お
け
る
小
規
模
都
市
振
興

　
の
た
め
の
研
究
会
が
臼
石
市
を
会
場

　
に
開
か
れ
た
。

　
　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
本
市
の
第
三
次

総
合
計
画
の
策
定
委
員
で
あ
る
東
北

大
の
金
安
先
生
が
、
　
「
四
全
総
と
東
北

小
都
市
」
と
題
し
て
基
調
講
演
を
行

い
、
続
い
て
「
相
馬
港
開
発
に
賭
け

　
る
」
と
い
う
題
で
今
野
相
馬
市
長
、

　
「
二
核
型
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
都
市
の

実
現
に
向
け
て
」
と
題
し
永
田
上
山

市
長
、
　
「
企
業
の
立
場
か
ら
の
地
域
振

　
興
の
一
実
例
」
と
題
し
矢
崎
ト
ー
キ

　
ン
白
石
社
長
が
、
そ
れ
ぞ
れ
事
例
発

　
表
を
行
っ
た
。

　
　
官
民
合
わ
せ
て
一
兆
円
の
大
ハ
ー

ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
み
、
相

畷国這11霧ダム礒構鑓驚簿起

圃■、叢溶
　
　
　
　
　
　
　
盟

層

　
　
震

　
　
　
　
　
　
　
　
汽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ザ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

　
　
　
　
翻
岬
，

　
　
　
　
　
　
1
一
　
　
　
　
　
　
　
画

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
億
．
漕
－
」
『

駄

馬
市
の
発
展
に
賭
け
る
今
野
市
長
と
、

上
山
温
泉
と
蔵
王
高
原
と
の
リ
ゾ
ー

ト
地
区
の
結
び
つ
け
を
ソ
フ
ト
面
で

模
索
す
る
永
田
市
長
。
両
市
の
地
域

振
興
に
対
す
る
手
法
が
対
照
的
で
あ

り
強
く
興
味
を
惹
か
れ
た
。

　
本
市
と
し
て
も
、
有
ら
ん
限
り
の

知
恵
を
し
ぼ
り
、
個
性
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
を
痛
感
す
る
。

”
月
2
日
側
　
各
種
功
労
者
表
彰
式

　
蔵
王
・
村
田
・
七
ヶ
宿
各
町
長
、

菅
野
県
議
他
、
多
数
の
来
賓
ご
出
席

の
も
と
に
行
わ
れ
る
。
表
彰
者
は
各

分
野
で
功
労
の
あ
っ
た
1
6
名
の
方
々

と
納
税
組
合
な
ど
2
0
団
体
で
あ
る
。

　
今
後
と
も
ご
健
康
で
、
市
の
発
展

に
ご
援
助
い
た
だ
け
る
こ
と
を
願
う
。

7
日
国
・
8
日
側
　
白
石
市
農
業
祭

　
開
会
式
の
席
上
、
次
の
よ
う
な
あ

い
さ
つ
を
し
た
。

「
あ
ら
た
め
て
言
う
ま
で
も
な
い
が
、

今
、
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し

い
。
し
か
し
、
私
達
は
先
祖
が
血
と

汗
と
涙
で
つ
く
り
あ
げ
た
、
こ
の
豊

か
な
耕
土
を
し
っ
か
り
と
受
け
継
ぎ
、

子
孫
に
伝
え
て
ゆ
く
義
務
が
あ
る
。

市
は
国
、
県
に
お
願
い
し
、
農
村
整

備
、
畜
環
、
さ
ら
に
農
免
道
路
、
広

域
農
道
、
グ
リ
ー
ン
ト
ピ
ア
構
想
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ

は
基
盤
づ
く
り
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を

現
実
に
活
用
す
る
の
は
地
域
住
民
で

あ
る
。
今
こ
そ
、
官
民
一
体
と
な
っ

て
臼
石
の
新
し
い
農
業
を
確
立
し
て

い
た
だ
き
た
い
」

　
1
1
回
目
を
迎
え
た
農
業
祭
も
年
々

盛
ん
に
な
り
た
い
へ
ん
喜
ば
し
い
か

ぎ
り
で
あ
る
。
本
市
の
春
の
ま
っ
り

は
、
市
と
商
工
会
議
所
が
一
体
と
な

り
行
っ
て
い
る
が
、
秋
の
ま
つ
り
は

余
り
見
る
べ
き
も
の
が
な
い
。
農
業

祭
を
自
石
の
秋
ま
つ
り
と
し
て
位
置

づ
け
定
着
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

20

日
㈹
　
七
ヶ
宿
ダ
ム

　
　
　
　
　
　
右
岸
道
路
起
工
式

　
本
市
に
と
っ
て
待
望
の
右
岸
道
路

の
起
工
式
が
、
参
議
院
議
員
遠
藤
要

先
生
を
お
迎
え
し
、
東
北
地
建
石
田

河
川
部
長
出
席
の
も
と
に
行
わ
れ
た
。

　
七
ヶ
宿
ダ
ム
周
辺
を
観
光
地
、
リ

ゾ
ー
ト
地
区
と
し
て
開
発
す
る
た
め

に
は
、
こ
の
右
岸
道
路
が
必
要
不
可

欠
で
あ
る
。
市
と
し
て
は
昭
和
56
年

か
ら
は
た
ら
き
か
け
、
た
い
へ
ん
難

航
し
た
が
、
遠
藤
先
生
を
は
じ
め
、

東
北
地
建
、
七
ヶ
宿
ダ
ム
工
事
事
務

所
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
右
岸
道
路
起

工
の
運
び
と
な
っ
だ
。

　
総
工
費
2
0
億
を
下
ら
な
い
と
予
想

さ
れ
る
が
、
七
ヶ
宿
ダ
ム
を
中
心
と

す
る
総
合
開
発
の
た
め
早
期
完
成
が

望
ま
れ
る
。

㌧
［
［
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カ
メ 　

　
　
　
　
　
澱
離

　
　
　
　
　
　
望
　

　
　
　
　
　
　
解

　
　
　
　
叩

話題を追って　　撚黛’影蹴蕊’

鱗韮、学笛謡　’　．．、撫
言　　鷺ユ　　賜1　　一・遍
　ミ　嚇一　　　　1「　‘『翼一・．、・

羨謬、胞r諸
　▲白石駅開業100周年記念ミニS　L試乗会
　　　（11月ア・8日白石駅貨物ホーム跡地）

購校幽賊弍癒撫
墜憶麟、藁

議、際
卜

璽・ 詳』麟
　　　　　　　　　　　　　講乎

　　　　　　　　　　■

　　盗　1慮　障重　ぜ
には東中も開校し……」
40周年記念式典（11月8日白中）

榔騨鐸
ぎ
鍔

ア
　
、

　
曙
譜
～

誌嬢一妻』」講薩
曜t、　魅尋
熱、畜＼ノ、

▲故樋ロ春男氏の遺志により郷土資料館建設基金の寄贈
　　（11月19日市役所応接室）

響へ　　　博　　　　　　　　講
ぜ　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藁

　　、　顎曽　　、、『p糞1罐義・酬

　、　　．1塾一偲稲　　を融
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　恥嘱声1

　　▲働く婦人の家まつり民謡おどり発表
　　　　（11月15目働く婦人の家）

▲「キーパー、早く〃」

　（11月8日　白石サッカースポーツ少年団練習戦

1『『『一　》　㍗、轍躍『
4　菟　．　ザ〆…

▲「登前市からご来賓をお迎して……」

　（10月27日．第23回白石市老木クラブ大会）

■■【聯置翻鞭趣味φ作灘欝

《
冒
バ
，

　　▲ヘルスパイオニアタウン事業「健康まつり」
　　　（11月7・8日健康センター）

　
　
　
　
　
　
　
謡

　
　
　
　
　
　
　
な
川

り
犠
　
．
　
　
た
斎

蟄
紳
鰻
色
　
寧
、
　
嚢
て
回

　
　
　
　
　
　
－
‘
　
湾
育
1
1

磁
家
霧
騨
・
’
蟹
第



（9）職員手当の状況

区分

期
末
手
当
・
勤
勉
手
当
（
昭
枇
覇
勒
日
現
在

退

職

手

当

昭
和
62
年
4
月
1
日
現
在

白　石　市

　期末手当

6月期

　1．4月分

12月期

　1．9月分

3月期
　0．5月分

計3．8月分

勤勉手当

0．5月分

0．6月分

一月分

1．1月分

（支給率）

　自己都合　　勧奨・定年

勤続20年
　21．0月分　28．875月分

勤続25年
28．375月分　44．55月分

勤続35年
48．125月分　63．525月分

最高限度額

　60．0月分　63，525月分

その他の加算措置

　制度なし

退職時特別昇給　　2号俸

1人当たり平均支給額

　　　　　　18，960千円

国

　期末手当　　勤勉手当

6月期
　1．4月分　　0．5月分

12月期

　1，9月分

3月期
　0．5月分

計3．8月分

0．6月分

一月分

1．1月分

1支給率）

　自己都合　　勧奨・定年

勤続20年
21．0月分　 28，875月分

勤続25年
33、75月分　　44．55月分

勤続35年

47．5月分　　62．7月分

最高限度額

60．0月分　　62．7月分

その他の加算措置

定年前早期退職特例措置

　　　　　（2～20％加算）

退職時特別昇給　1号俸
1人当たり平均支給額

（注〉退職手当1人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種に

　　係る職員に支給された平均額である。

区　　分

特
殊
勤
務
手
当

昭
和
6
1
年
度

職員全体に占
める手当支給
職員の割合

支給対象職員
1人当たり平
均支給年額

手当の種類
（手当数）

代
表
的
な
手
当
の
名
称

支
給
額
の
多
い
手
当

さ
れ
て
い
る
手
当

多
く
の
職
員
に
支
給

全 職 種

13．6％

27．720円

8種類

速記事務従事職員の特殊勤務手当

保健指導業務従事職員の特…殊勤務手当

社会福祉業務従事職員の特殊勤務手当

特別勤務職員の特殊勤務手当

市税事務従事職員の特殊勤務手当

市税事務従事職員特殊勤務手当

塩素滅菌業務従事職員の特殊勤務手当

社会福祉業務従事職員の特殊勤務手当

保健指導業務従事職員の特殊勤務手当

特別勤務職員の特殊勤務手当

9

時
間
外
勤
務
手
当

61年度

60年度

支　　給　　総　　額

職員1人当たり支給年額

支　給　総　額

職員1人当たり支給年額

44，825千円

工07千円

39，592千円

96千円

区
分

扶
養
手
当

住

居

手

当

通

勤

手

当

内 容

1．配偶者　　15，000円

2．配偶者以外の扶養親族

⑦2人まで、それぞれ4，500円

⑦3人目から1人につき1，000円

（配偶者がない場合にあっては、

そのうち1人について10，000円

1．借家、借問に居住している職員

　⑦月額16，500円以下の家賃を支

　払っている職員家賃一9，000円

　④月額16，500円を超える家賃を

　支払っている職員

　　　　　家賃一16，500円
　7，500円十　　　　2　　　で

　15，000円を限度

2，自宅に居住している職員

　1，000円（新築、購入した住居に

　あっては、新築、購入の日から

　起算して5年を経過するまでの

　間は2，500円）

1，交通機関等の利用者

　1カ月に要する運賃等の相当額

　ただし、その額が20，000円を超

　えるときは、

　　　　　20，000円を超える額
　20・000円十一一一一一で

　24，000円を限度

2．交通用具の使用者

　⑦自転車使用者

　使用距離（片道2㎞以上〉により

　　2，000円～9，600円

　④原動機付自転車及び自動二輪

　　車、普通自動車の使用者

　使用距離（片道2km以上）により

　　2，000円～12，000円

国の制度

との異同

同じ

同じ

一部
異なる

国の制度と

異なる内容

2．

交通用具使用者

のうち自転車使

用者は、国の制

度と同じである

が、原動機付自

転車及び自動二

輪車、普通自動

車の使用者につ

いては、使用距

離（片道2km以

上）により2，000

円～12，000円と

している。

（1）人件費の状況（普通会計決算）

区　　分

61年度

住民基本
　　　台帳入口
〔62．3．31現1韮1

　　42．375入

歳出額A

　　　千円
8，634，321

実質収支

　　干円
248，836

人件費B

　　　トFll
2，070，020

人件費率
　　B／A

23，97

（参’考）60年度の

　　　　人件費率

　　　　　　　％
　　　25．05

（注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含む

（2）職員給与費の状況（普通会計の当初予算）

区　　分

62年度

職員数A

392
入

ム
ロ糸 与 費

給　　料

　　　干凹
1，011，413

職員手当

　　　千円
128，499

其昧・勤勉手当

　　　モトヨ

426，857

BP
一
騨
蔭

　　　　刊II
1，566，769

1人当たり給
与費（B／A）

3，997
ト円

（注）1．職員手当には退職手当を含まない。

（3〉特別職の報酬等の状況（62年4月1日現在）

区　　分

市　　長

几
又助

収入役

議　　長

副議長

議　　員

給料月　額等
給　料 783，000円

〃 633，000円

〃 562，000円

報酬 358，000円

〃 296，000円

〃 277，000円

期末　勤勉手当
（62年度支給割合）
　　　　　　　期末手当
　　6月期　　　1．9月分
　12月期　　　2．5月分
　　3月期　　　0．5月分

　　計　　　4．9月分

勤勉手当

6月期　　　1．4月分
12月期　　　1．9月分

3月期　　　0、5月分

　計　　　3．8月分

白
石
市
職
員
給
与
の
あ
ら
ま
し

　
　
本
市
職
員
の
給
与
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
市
議
会
に
お
け
る
予
算
及
び

　
給
与
条
例
審
議
の
際
に
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
市
民
の
み
な
さ

　
ん
か
ら
【
層
の
ご
理
解
を
い
た
だ
く
た
め
、
そ
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ

　
し
ま
す

（4）職員の初任給の状況（昭和62年4月1日現在）

匿 分

一般行政職
大学卒

高校卒

臼　　　石　　　市

決定初任給

115，900円

97，800円

採用2年経過

日　給料額
128，100円

104，100円

宮　　城　　県

初　任　給

115，900円

97，800円

採用2年経過

日給料額
128，100円

104，100円

国

初　任　給

115，900円

97，800円

採用2年経過

日給料額
128，100円

104，100円

（5）職員の平均給料月額・平均給与月額及び平均年齢の状況（昭和62年4月1日現在）

区　　分

白　石　市

宮　城　県

国

般　　行　　政 職

平均給料月額

220，648円

249，661円

236，872円

平均給与月額

252，095円

296，027円

平均年齢

38．1歳

39．2歳

39。6歳

技 能 労 務 職

平均給料月額

185，242円

245，362円

215，689円

平均給与月額

199，549円

284，378円

平均年齢

48，0歳

47．11歳

47．5歳

囲平均給与月額は、　平均給料月額に扶養手当、通勤手当、住居手当、管理職手当、時間外勤務手当、特殊勤務手当、宿日直手当を加えたものである。

（6）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

　　　　　　　　　　　　　　（昭和62年4月1日現在）　（7）一般行政職の昇給時間短縮の状況

区 分

一般行政職
大学卒

高校卒

経験年数10年

177，400円

147，000円

経験年数20年

219，250円

年度区分

61年度

職員数A

266人

昇給期間を短縮して
昇給した職員数B

55人

比　　率
（B／A）

20．7％

（注）経験年数とは、採用前に民間企業等に勤務した期間がある

　場合は、その期間を換算し、採用後の勤務期間に加算した年

　数である。

（8）一般行政職の等級別職員数の状況（昭和62年4月1日現在）

区　　分

標準的な
職務内容

職　員　数

構　成　比

参 1年前の

構成比
考稔硬丑

8　級
長局長

事
課
参

22人

8．3％

9．0％

10．6％

7　級
課長禰佐・次長
王幹・所長

19人

7．1％

3：4％

一％

6　級
課長補佐次長
主幹・所長

10人

3．7％

8．6％

10．6％

5　級
係長・髭任・主査

43人

16．2％

6．4％

一％

4　級
係長・主任・主査

25人

9．4％

16．8％

13．8％

3　級
己欝師技事主

78人

29，3％

25，5％

11．0％

2　級
主事・技騨・書記

64人

24。1％

25．8％

38．7％

1　級

主事・技師・書記

5人

1，9％

4．5％

15．3％

f一三口

266人

100．0％

100，0％

100．0％

8
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水
道
管
が
凍
り
水
が
出
な
か
つ
た

り
、
水
道
管
が
凍
つ
て
破
裂
し
た
り

す
る
季
節
を
前
に
、
も
う
一
度
水
道

管
の
点
検
を
し
て
、
快
適
な
生
活
を

お
く
り
ま
し
ょ
う
。

▼
水
道
の
凍
結
防
止
は
早
め
に

　
水
道
管
や
蛇
口
、
メ
ー
タ
ー
な
ど

　
は
早
め
に
保
温
材
な
ど
で
保
温
し

　
凍
結
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

▼
凍
結
し
や
す
い
場
所
と
は

　
水
道
管
が
露
出
し
て
い
た
り
、
北

　
向
き
、
日
影
、
風
当
た
り
の
強
い

　
場
所
、
水
に
ぬ
れ
る
場
所
な
ど
は

　
特
に
凍
り
や
す
い
場
所
で
す
。
ま

　
た
、
長
時
間
水
道
を
使
用
し
な
い

　
場
合
に
も
凍
結
し
や
す
く
な
り
ま

　
す
。

▼
凍
結
を
防
止
す
る
に
は

　
水
道
管
の
凍
結
防
止
に
使
用
さ
れ

　
て
い
る
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
は
、
条

　
件
が
良
く
て
も
零
下
七
度
C
ま
で

　
が
限
度
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
冷
え
こ
む
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
と

　
き
は
、
水
道
管
用
ヒ
ー
タ
ー
な
ど

　
で
保
温
し
凍
結
を
予
防
し
て
く
だ

　
さ
い
。
水
抜
栓
の
あ
る
家
庭
で
は

　
水
抜
栓
で
水
を
抜
き
ま
し
ょ
う
。

▼
メ
ー
タ
ー
ボ
ツ
ク
ス
は

　
水
道
管
が
凍
ら
な
く
て
も
メ
ー
タ

　
ー
の
凍
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
メ

ー
タ
ー
ボ
ツ
ク
ス
の
中
に
も
小
さ

く
切
っ
た
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
な
ど

を
入
れ
て
凍
結
を
予
防
し
て
く
だ

　
さ
い
。

▼
解
氷
作
業
料
金
は

公
認
業
者
の
解
氷
作
業
料
金
は
次

の
と
お
り
で
す
。

　
解
氷
作
業
一
時
間
（
工
賃
の
み
）

　
　
三
七
〇
〇
～
四
四
〇
〇
円

　
　
以
後
三
十
分
毎

　
　
　
一
四
〇
〇
～
一
六
五
〇
円

凍
結
破
損
メ
ー
タ
ー

取
り
替
え
料
金

　
　
　
13
ミ
リ
　
一
八
O
O
円

　
　
　
2
0
ミ
リ
　
一
九
二
〇
円

26－3098

25－7065

25－2254

25－0907

26－2201

25－2627

25－2931

26－2255

26－3621

24－4153

高橋ポンプ店

日下産業
伊藤商店
文化設備
八島建設
佐　　光
マルカツ風呂店

島本商店
上西産業
エコー設備工業

「
低
塩
」
蓑
示
の

　
　
溝
物
の
塩
分
に
つ

自石市公認水適工事店

26－2351

25－8877

26－3280

25－3349

24－4391

25－7342

25－6778

25－8511

25－5627

25－1665

鈴木設備工業

薗田管工
島貫設備店
ミツヤ設備機工

東洋設備
協栄工業所
日下設備
白石モーター

伸栄設備
佐藤設備工業

　
塩
辛
い
食
品
が
敬
遠
さ
れ
る
傾
向

を
反
映
し
て
「
低
塩
」
を
う
た
っ
た

漬
物
が
多
く
出
回
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で

は
、
そ
の
実
態
が
ど
う
な
の
か
、
何

ら
か
の
表
示
の
あ
る
も
の
を
30
件
選

ん
で
テ
ス
ト
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
漬
物
の
食
塩
分
は
㎜

9
中
器
9
～
田
9
、
梅
干
し
梅
漬
け

に
は
㎜
9
中
肘
～
印
9
含
ま
れ
、
四
訂

日
本
食
品
標
準
成
分
表
よ
り
低
め
の

値
に
な
っ
て
お
り
、
低
塩
傾
向
が
み

ら
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
テ
ス
ト
し
た
3
0
件
に
つ

い
て
は
、
低
塩
表
示
の
あ
る
漬
物
と

な
い
漬
物
と
で
は
、
食
塩
量
に
差
は

み
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
消
費
者
と
し
て
は
、
単
に
「
う
す

塩
」
　
「
低
塩
」
等
の
表
示
で
は
不
明

確
な
の
で
、
具
体
的
な
塩
分
量
が
ほ

し
い
と
こ
ろ
で
す
。
今
回
の
テ
ス
ト

対
象
品
の
な
か
に
は
、
塩
分
量
を
「
何

％
以
下
」
と
表
示
し
た
も
の
が
13
件

あ
り
ま
し
た
が
、
実
際
に
測
っ
て
み

る
と
表
示
を
上
回
っ
た
も
の
が
4
件

も
あ
り
ま
し
た
。

　
表
示
は
消
費
者
が
商
品
を
購
入
す

る
際
の
重
要
な
判
断
材
料
な
の
で
、

表
示
は
正
し
く
し
て
ほ
し
い
も
の
で

す
。

　
　
　
　
　
　
い
て

　
ま
た
、
製
造
年
月
日
の
表
示
の
な

い
も
の
が
9
件
あ
り
、
「
な
る
べ
く
早

く
召
し
あ
が
つ
て
く
だ
さ
い
」
の
表

示
の
あ
る
漬
物
も
あ
り
、
購
入
後
の

保
存
の
判
断
に
迷
う
も
の
も
あ
り
ま

し
た
。

　
低
塩
漬
物
の
保
存
を
考
え
る
と
、

や
は
り
賞
味
期
間
や
保
存
方
法
の
表

示
も
ぜ
ひ
、
ほ
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
合
成
着
色
料
の
検
出
さ
れ
た
も
の

は
1
1
件
で
、
ら
つ
き
よ
う
漬
け
を
除

く
全
て
の
種
類
の
漬
物
に
使
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
検
出
量
は
基
準
の
範
囲

内
で
、
こ
れ
ら
の
漬
物
に
は
含
有
す

る
旨
の
表
示
が
あ
り
ま
し
た
。

　
低
塩
表
示
と
と
も
に
、
合
成
保
存

料
無
添
加
を
表
示
し
た
商
品
も
あ
り

ま
し
た
が
、
こ
の
場
合
は
購
入
後
の

保
存
を
充
分
に
注
意
し
ま
し
よ
う
。

　
　
消
費
生
活
相
談
室

費
二
五
上
二
一
一
（
内
線
一
三
八
）

健
康
教
室
に

　
融
蓼
櫛
棚
し
瑠
轡
し
よ
ろ
・

　
ヘ
ル
ス
パ
イ
オ
ニ
ア
タ
ウ
ン
事
業

の
一
環
と
し
て
、
日
常
生
活
の
中
で

生
涯
に
通
じ
る
健
康
づ
く
り
推
進
の

た
め
、
越
河
・
斎
川
・
大
鷹
沢
・
臼

川
の
4
地
区
に
お
い
て
健
康
教
室
を

開
い
て
お
り
ま
す
。

▽
学
習
内
容

　
医
者
に
か
か
る
費
用
と
国
保
の
し

　
く
み
、
家
庭
で
で
き
る
応
急
手
当

　
食
生
活
と
健
康
、
運
動
と
健
康
、

　
気
軽
に
で
き
る
健
康
体
操
他
。

▽
参
加
者

　
各
教
室
と
も
毎
回
盛
況
で
す
。

　
お
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
保
健
衛
生
課
蜜
二
五

⊥
二
一
一
内
線
六
〇
六
へ
お
問
い

あ
わ
せ
く
だ
さ
い
。

麟、、

　食品・添加物等の

　年末一斉取締り月間

噸
蓼

5

幽
糞
蜜
騨

響
恐
敦
騨

蟹
磯
燈
謡

璽
健
繭

、
入

．緊

”

◎
が
翻
＠
鴎

　　フ

　　リ

　　ス

　　藁

蜘に
　1ノ鬼

かか
ら奪

ブし
1資　　一

キ　　　
　か

《
》
、

　
⑤
④
の
卵
黄
に
③
の
レ
モ
ン
と
よ
く

剛
　
　
ほ
ぐ
し
た
お
か
ら
を
ま
ぜ
、
②
を

幅
　
　
ふ
り
入
れ
て
よ
く
混
ぜ
合
せ
る
。

ん
⑥
卵
白
を
よ
く
泡
立
て
砂
糖
50
9
と

傑
干
し
ぶ
ど
う
茄
え
軽
く
ま
ぜ
、

勝
⑤
を
三
回
位
に
分
け
て
入
れ
、
さ

　
っ
く
り
と
ま
ぜ
あ
わ
せ
、
型
に
流

　
す
。

⑦
オ
ー
ブ
ン
に
入
れ
、
r
℃
度
で
約
一

　
時
問
焼
き
ま
す
。

※
栄
養
価
の
高
い
、
さ
っ
ぱ
り
し
た

味
の
ケ
ー
キ
で
す
。
表
面
の
こ
げ
目

を
工
夫
し
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
ク
リ

ス
マ
ス
ケ
ー
キ
を
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

㈱
ケ
ー
キ
を
上
手
に
焼
く
こ
つ
は
よ

く
泡
立
て
る
こ
と
で
す
。

村上

【
材
料
】

　
　
　
　
の

　
お
か
ら
2
5
9
、
薄
力
粉
50
9
、
べ

ー
キ
ン
グ
パ
ウ
ダ
ー
小
サ
ジ
ー
、
卵

4
、
砂
糖
励
9
、
レ
モ
ン
ー
、
干
ぶ

ど
う
20
9
。

【
作
り
方
】

①
底
の
ぬ
け
る
ケ
ー
キ
型
に
紙
を
し

　
く
。
紙
の
な
い
場
合
は
、
バ
タ
ー

　
ま
た
は
、
マ
ー
ガ
リ
ン
を
ぬ
り
、
小

　
麦
粉
を
ふ
つ
て
お
く
。

②
小
麦
粉
と
べ
ー
キ
ン
グ
パ
ウ
ダ
ー

　
を
二
～
三
回
ふ
つ
て
よ
く
混
ぜ
る
。

③
レ
モ
ン
を
二
つ
に
切
り
、
汁
を
し

　
ぼ
り
、
皮
を
す
り
お
ろ
し
、
し
ぼ

　
り
汁
と
一
緒
に
し
て
お
く
。

④
卵
黄
に
砂
糖
m
9
を
加
え
、
臼
つ

　
ぽ
く
な
る
ま
で
よ
く
ま
ぜ
、
干
し

　
ぶ
ど
う
は
小
さ
く
切
つ
て
お
く
。

堕ニョ誘．1ξすーノ

蓼し婁う1蓄「li凱謝艦看畢防

し、感染しやすくなります。過労や睡眠不足、特

に栄養のバランスに注慧しましょう。

風邪のほとんどは、ウイルスや細菌の感染による

ものです。寒いときは呼吸器粘膜の抵抗力が低下

細菌に対する抵抗力を高めるためには、ビタミンA・Cをたっぶり

とります。植物油（IJノール酸）も大切です。

懸
．
一

また、蛋日質をはじめ、数多くの食品をまんべんなく食べて、基礎

体力を付けましょう。

（参書　国民栄養協会「健腰とたべもの」四号）

昭和62年11月1日1月1■　自石市

　　備　　　考

上昇品目

小麦粉、マーガ
リン、牛乳、テ

　イッシュペーパ
ー
、

ラップ、理
鰭斗

下降品目

砂糖、サラダ油
洗濯用合成洗剤
灯油

（罐離み）

レギュラーガソ
リン

横ばい品目

．
、
、
鱈

調査日消費生活モニター調査結

パ
カ
パ
薩
ガ

食
　
、
　
斗
ン

、
一
ス
ト
パ

油
タ
ィ
ン
ロ

う
バ
・
フ
ネ
プ

よ
　
　
一
マ

し
λ
レ
一
法
ス

対前燵価格比

　△1．5

△1．5

　1．9

18．8

4．7

　1．5

　2．3

△8．1

1．0

△4．4

△3．3

△1．6

前月平均優格

　　266円

　　257

　　313

　　206

　　145

　　159

　　211

　　362

　　132

　　213

　1，390

　　470

　1，566

　5，333

　　854

　　870

　　125

　　75
　4．525

平　均　値

　　　262円

　　　257

　　　308

　　　210

　　　145

　　　189

　　　221

　　　362

　　　134

　　　218

　　1，277

　　　470

　　1，583

　5，333

　　　816

　　　841

　　　123

　　　　75

　4，525

最　低値

　　238円

　　250

　　268

　　178

　　145

　　168

　　198

　　350

　　100

　　170

　　980

　　450

　1，500

　5，000

　　　740

　　　756

　　　120

　　　　70

　4．320

置結果

最　高　値

　280円

　260
　370
　230
　150
　208
　250
　390
　158
　248
1，495

　500
1．700

5，800

　950
　950
　128
　　83

4．750

　　銘柄・規格
上　白　糖　　　　　1kg

上級濃ロポリ容器入り12

ポリ容器入り　　　　700g

薄　力　粉　　　　1kg

並　　　食　　　　1袋

ソフトカルトン入り　225g

紙容器入り　　　1，000㏄

カルトン入り　　　2259

400枚（200組）紙箱入り

阜9風誰三弓鯵5一巻）

課、」弊異霜驚　4、L．

並　　　食　　　　一皿

小学生調髪

コールド（ショート）

182　（店頭価格）

182　（配達料込み）

12　　　　現金
12　　　　現　金
10㎡（気体）

　品　 名

1．砂　　糖

2．しょう油

3．サラダ油

4．小麦粉
5。食　パ　ン

6．マーガリン

7．牛　　乳

8．バ　タ　ー
9．ティッシュペーノ船

10．ラ　ッ　プ

11．洗濯用合成洗剤

12，カレーライス

13．理髪料
14．パーマネント料

油玉5，灯

16、　レギュラーガソリン

17．軽　　 油

18．プロパンガス

”
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卓
越
技
能
者
（
現
代
の
名
工
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
て
表
彰
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
正
雄
さ
ん
（
m
歳
）

　
　
　
　
　
　
　
▽
白
石
市
越
河
五
賀
字
古
屋
敷
2
3
の
3

　
去
る
1
1
月
1
0
日
、
3
8
年
間
こ
け
し
業
を
営
む
渡
辺
さ
ん
が
、
卓
越

技
能
者
（
現
代
の
名
工
）
と
し
て
労
働
大
臣
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
渡
辺
さ
ん
の
作
品
は
、
一
品
製
作
の
芸
術
性
の
高
い
創
作
こ
け
し

と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
全
日
本
こ
け
し
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、
内

閣
総
理
大
臣
賞
を
は
じ
め
各
賞
を
受
彰
し
て
い
ま
す
。

　
戦
争
に
よ
り
予
期
し
な
い

職
業
に
つ
い
た
人
も
多
い
と

思
い
ま
す
が
渡
辺
さ
ん
も
そ

の
一
人
。
戦
後
、
奥
さ
ん
の

実
家
の
越
河
に
引
き
あ
げ
、

会
社
づ
と
め
な
ど
し
て
い
ま

し
た
が
生
来
人
に
使
わ
れ
る

の
が
嫌
い
な
性
格
。
昭
和
2
5

年
当
時
米
軍
人
の
お
土
産
品

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ

　
　
　
　
　
　
P

　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

　
　
　
　
　
　
　
　
P
『

　
　
　
　
ー
で
｛
，

　
　
　
　
罰

　
　
　
、

　
　
　
コ
　
　
　
ペ

　
　
　
ガ
　
匙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
月

　
　
デ

　
　
一
　
　
「
　
　
　
　
　
ガ

　
　
　
　
ゴ

　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
ぼ

　
　
咋
　
　
～

　
　
　
蔓
隔
売

　
　
　
　
F

　
　
　
　
　
戸・

糞
明

，
鮮

　
と
し
て
人
気
の
あ
っ
た
こ
け
し
つ
く

　
り
を
始
め
た
の
が
こ
の
道
に
入
る
き

　
っ
か
け
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
「
当
時
は
生
き
る
こ
と
が
最
大
の
問

　
題
で
し
た
。
子
ど
も
達
は
小
さ
い
し

　
夢
中
で
働
ら
い
て
き
ま
し
た
」
と
受

　
賞
の
喜
こ
び
を
か
み
し
め
な
が
ら
半

　
生
を
回
顧
す
る
渡
辺
さ
ん
。

　
　
新
型
・
伝
統
・
創
作
と
各
種
の
こ

、
．
け
し
を
つ
く
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
け

　
し
の
芸
術
性
・
独
創
性
を
常
に
追
求

　
し
、
現
在
も
天
然
の
木
の
年
輪
と
ぬ

　
く
も
り
を
草
木
染
の
手
法
で
生
か
し

［
た
格
調
の
高
い
作
品
を
製
作
し
て
い

　
ま
す
。

　
「
こ
け
し
に
絵
付
け
し
て
、
ロ
ウ
仕

　
上
げ
を
し
ま
す
が
、
木
ロ
ウ
や
白
ロ

　
ウ
は
軟
ら
か
い
た
め
に
手
に
つ
い
て

　
し
ま
い
、
こ
け
し
が
よ
ご
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
か
と
い
っ
て
ニ
ス
や
ラ
ッ

カ
ー
を
塗
っ
た
の
で
は
こ
け
し
の
木

地
が
死
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
何
か
良

い
も
の
は
な
い
か
と
い
ろ
い
ろ
調
べ

て
み
た
ら
、
カ
ル
ナ
バ
ロ
ウ
と
い
う

硬
質
の
ロ
ウ
が
あ
り
、
こ
の
ロ
ウ
で

仕
上
げ
た
と
こ
ろ
全
く
手
に
付
く
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」

　
渡
辺
さ
ん
の
用
い
た
カ
ル
ナ
バ
ロ

ウ
と
は
、
車
の
ワ
ッ
ク
ス
に
も
使
用

さ
れ
る
ロ
ウ
で
、
つ
や
、
皮
膜
性
と

も
に
良
い
ロ
ウ
で
、
現
在
で
は
こ
け

し
の
仕
上
げ
用
と
し
て
広
く
使
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
精
巧
で
華
美
な
人
形
の
製
作
さ
れ

て
い
る
現
在
、
こ
け
し
の
人
気
は
ど

こ
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
と
の
問
に

「
こ
け
し
は
一
本
一
本
手
作
り
で
あ

り
、
木
地
自
体
も
一
本
一
本
異
な
り

描
彩
に
し
て
も
微
妙
に
異
な
っ
て
い

ま
す
。
全
く
同
じ
も
の
が
な
い
と
い

う
こ
と
と
、
極
限
ま
で
単
純
化
さ
れ

た
素
朴
さ
の
美
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
こ
の
こ
け
し
は
十
数
年
間
、
型

も
描
彩
も
全
く
変
っ
て
い
ま
せ
ん
」

　
現
在
は
、
息
子
さ
ん
の
雄
二
さ
ん

と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
商
売
に
関
係
し
な
い
で
、
製
作
だ

け
や
っ
て
い
ら
れ
た
ら
最
高
な
ん
で

す
が
と
話
さ
れ
た
渡
辺
さ
ん
。

　
一
作
一
品
の
自
然
美
を
生
か
し
た

作
品
の
製
作
、
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
　
元
和
元
年
（
一
六
一
五
）
十
月
十

窩
四
日
、
景
綱
が
死
去
し
、
十
一
月
一

娼
日
を
も
っ
て
重
長
は
父
の
遺
領
の
継

帆
承
を
認
め
ら
れ
、
白
石
城
主
を
安
堵

岬
さ
れ
た
。
政
宗
の
景
綱
や
重
長
に
よ

畝
せ
た
信
頼
は
厚
く
、
こ
れ
は
と
り
も

ゾ
な
お
さ
ず
、
景
綱
父
子
の
政
宗
に
対

詠ヤ
す
る
信
仰
に
も
近
い
忠
誠
心
に
よ
る

’
も
の
で
あ
っ
た
。
戦
国
乱
世
に
お
け

脚
る
主
従
関
係
は
は
な
は
だ
脆
く
、
と

『
も
す
れ
ば
骨
肉
の

い
争
い
す
ら
珍
ら
し

“
く
な
い
。
伊
達
氏

、
一
も
そ
の
例
外
で
な

㌧
く
、
数
代
に
わ
た

・
っ
て
父
子
・
兄
弟

、
’
君
臣
間
の
血
で
血

ヤ
印
を
洗
う
権
力
闘
争

、
が
繰
り
返
さ
れ
て

ナ
き
た
。
政
宗
・
忠

．
宗
と
景
綱
・
重
長

『
、
の
そ
れ
ぞ
れ
二
代

ゴ

悟
に
わ
た
っ
て
結
び

郷土史アレコレ

　　⑫ に
武
名
を
と
ど
ろ
か
し
た
。
小
十
郎
ジ

も
果
報
者
で
発
明
な
孫
を
持
ち
養
子
馬

と
し
た
。
…
…
立
派
な
武
士
と
し
て
西

祖
父
・
父
に
劣
ら
ぬ
者
と
せ
よ
」
と
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
ノ

訓
戒
し
た
。
ま
た
「
…
…
明
日
　
天
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ

下
の
大
事
起
ら
ば
先
陣
を
つ
と
め
、
両

　
　
し
け
さ
ね

予
と
成
実
と
共
に
三
人
一
致
団
結
し
玩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ず

て
立
ち
向
か
う
よ
う
に
し
よ
う
。
：
鼻

こ
れ
が
今
生
の
別
れ
と
な
る
や
も
知
》

れ
ぬ
」
と
と
も
に
手
を
と
り
あ
っ
て
轟

　
　
　
　
　
　
　
涙
に
む
せ
ん
だ
と
び

　
　
　
　
　
　
　
い
う
。
戦
国
時
代
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

h
．
つ
い
た
君
臣
関
係
は
、
下
剋
上
の
戦

“
乱
期
に
あ
っ
て
は
特
筆
さ
れ
る
も
の

W
で
あ
ろ
う
。

ψ

　
　
参
勤
の
た
め
臼
石
城
に
宿
泊
し
た

ノ

詠
政
宗
に
重
長
と
養
子
三
之
助
（
三
代

》
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

「
景
長
）
が
御
目
見
得
し
た
と
き
　
政

㌧
宗
は
自
ら
三
之
助
に
小
脇
差
を
与
え

〃
居
並
ぶ
家
臣
を
前
に
「
故
備
中
（
景

ナ
綱
）
は
、
小
十
郎
（
重
長
）
と
い
う

ず
よ
い
子
を
持
ち
大
坂
の
陣
以
来
天
下

す
》
…
、
～
）
〉
ノ
～
）
ρ
）
津
う
－
～
～
～
）
く
（
’
う

「政宗と重長」

し
ば
し
ば
白
石
を
訪
れ
て
い
る
。

　
寛
永
時
代
は
、

害
、
地
震
な
ど
の
天
災
が
続
き
、
重
㌧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

長
は
、
仙
台
領
内
の
統
治
を
進
め
る
ヤ

の
に
相
当
の
苦
労
を
強
い
ら
れ
た
。
“

忠
宗
は
、
こ
の
重
長
の
功
に
報
い
る
ッ

た
め
慶
安
四
年
（
一
六
五
一
）
十
二
』
、

月
二
十
八
日
、
一
門
に
次
ぐ
家
柄
で
か

あ
る
御
一
家
に
列
す
る
旨
の
優
遇
を
、
・

与
え
た
。
　
　
　
　
「
白
石
市
史
」
パ

き
）
、
［
う
～
㍉
　
T
，
～
r
㌧
－
r
ρ
ノ
戸
」
ー
♂
［
～
ノ
」
・
r
、
～
C
♂

以
来
の
有
数
の
名
、
r

君
政
宗
と
忠
誠
な
一

　
　
　
　
　
　
　
ノ

重
長
と
の
強
い
絆
㍗

　
　
　
　
　
　
　
　
メ

の
う
か
が
わ
れ
る
評

と
こ
ろ
で
あ
る
。
』

　
重
長
は
、
忠
宗
レ

に
対
し
て
も
政
宗
識

に
対
す
る
と
同
様
㌧

　
　
　
　
　
　
　
　
ず

に
忠
勤
を
つ
く
し
譜

た
。
忠
宗
は
、
小
凧

原
の
川
猟
の
た
め
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
屋

蔵
王
の
噴
火
、
水
い

”2

二一［

イ
ド
ル

アのわ が
　
　
．

グ

泓．、ノ蓼
　　　たかし
佐藤　昂史ちゃん（斎川）

亮寿さん、妙子さんの長男

　ママからひとこと

　”元気なわんぱくっ子に

　　　　　　　　　育ってネ”

市
民
文
芸

〆
戦
　
　
　
ミ

・
ノ
浅
＞
訊
叉
鰺
　
こ

「かわらのいしひろい」

たかはし　よしひろ（小原小1年

〔
投
稿
さ
れ
る
方
へ
〕
毎
月
十
五
日
ま
で
に
一
人
三
首
、
封
書
ま
た
は

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
を
明
記
の
う
え
、
市
総
務
課
総
務
係
（
白
石
市

大
手
町
一
番
一
号
）
へ
。
短
歌
・
俳
句
の
併
記
は
不
可
。

歌
　
　
壇

昨
夜
荒
れ
し
台
風
も
す
ぎ
北
窓
の
青
麻
の
山
は
近
く

し
る
け
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
赤
柄
　
と
し

満
月
も
い
ざ
よ
い
も
ま
た
立
ち
待
ち
も
三
夜
続
き
の

名
月
愛
で
る
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
　
濱

畑
裾
を
あ
ゆ
み
て
昨
夜
の
露
を
を
く
コ
ス
モ
ス
に
触

れ
作
業
衣
濡
ら
す
　
　
　
　
　
　
若
桑
　
謙
｝

身
に
泌
む
る
生
者
必
滅
会
者
定
離
親
し
き
友
の
ま
た

】
人
逝
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ひ
で

秋
深
き
宵
の
ひ
と
と
き
老
え
て
な
ほ
安
ら
ぎ
の
な
き

我
が
身
悲
し
む
　
　
　
　
　
　
橋
本
　
夜
潮

風
に
乗
り
薬
師
寺
の
梵
鐘
流
れ
釆
る
す
が
し
き
秋
の

朝
庭
に
た
つ
　
　
　
　
　
　
　
石
沢
　
敏
子

刈
り
終
へ
て
稲
架
立
ち
並
ぶ
畦
に
咲
く
薄
紫
の
野
菊

露
け
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
子
　
右
近

咲
き
つ
ぎ
し
す
べ
て
の
花
は
咲
き
終
え
て
枯
れ
し
葉

の
み
が
風
に
音
た
つ
　
　
　
　
春
山
　
達
一

娘
の
髪
に
水
引
の
花
か
ら
ま
せ
て
共
に
遊
び
し
遠
き

想
ひ
出
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
城
　
慎
太
郎

入
社
試
験
の
合
格
告
げ
に
来
る
甥
の
瞳
ま
ぶ
し
く
大

人
び
て
見
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
草
野
　
美
沙

　
　
　
　
「
評
」
晩
秋
の
風
景
を
適
確
に
描
写
し
て
い
る
。
北

　
　
　
側
の
窓
よ
り
近
々
と
青
麻
嶺
が
見
え
る
、
昨
夜
の
吹

　
　
　
き
荒
れ
た
台
風
も
過
ぎ
晴
れ
た
空
に
む
ら
さ
き
の
山

　
　
　
肌
の
二
つ
嶺
が
美
く
し
い
。
二
首
目
、
今
年
の
十
五

　
　
　
夜
の
月
は
美
く
し
か
っ
た
、
作
者
は
眺
め
の
良
い
畦

　
　
　
に
立
っ
て
健
康
で
名
月
を
眺
め
る
こ
と
の
出
来
る
幸

　
　
　
せ
を
か
み
し
め
て
い
る
。
三
首
目
、
昨
夜
の
露
に
ぬ

　
　
　
れ
て
重
た
げ
に
し
だ
れ
る
コ
ス
モ
ス
仁
作
業
衣
が
触
れ

　
　
　
て
濡
れ
る
、
何
ん
で
も
な
い
よ
う
だ
が
作
者
は
立
派

　
　
　
な
歌
材
と
し
て
歌
を
詠
む
、
歌
は
身
近
に
あ
る
も
の
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
股
兵
一
－
一
選

♪

わたしの

　勿暫曾勿象
．
瞬但

つ
　
か

・無

眠

〆
〆

　
　
肇
幽

纂

ド「コ
凄
確
ノ承．

嘉
夢
．
、
、

　　がらおンレ

マ〆・．

鍵犀
萎轍蜜

　’ザ曼

鹸麺

壇

あ
　
　
　
　
　
　
し

阿
津
可
志
の
木
洩
日
こ
き
き
草
紅
葉
　
佐
藤
　
周
子

　
　
　
（
評
）
伊
達
の
古
戦
場
阿
津
可
志
山
は
伊
達
の
平
野
を

　
　
　
一
望
で
き
る
山
で
あ
る
。
芭
蕉
碑
の
あ
る
辺
り
は
、
樹

　
　
々
が
茂
っ
て
そ
の
木
洩
日
が
、
草
紅
葉
の
上
に
撒
き
き

　
　
　
っ
て
い
る
。

目
に
見
え
ぬ
風
あ
り
萩
の
花
こ
ぼ
れ
　
佐
藤
善
夫

　
　
　
（
評
）
見
え
ぬ
程
の
か
す
か
な
風
に
も
萩
の
花
が
す
こ

　
　
　
し
づ
つ
こ
ぼ
れ
て
い
る
。

威
銃
止
め
ば
す
ぐ
来
る
朝
雀
　
　
　
　
日
下
　
文

　
　
　
（
評
）
威
銃
が
鳴
り
つ
づ
け
る
の
で
雀
も
そ
の
音
に
馴

　
　
　
れ
き
っ
て
い
る
。
銃
音
の
止
む
間
を
見
は
か
ら
っ
て

　
　
雀
は
敏
し
ょ
う
に
と
ん
で
く
る
。

新
米
に
添
え
送
ら
る
・
銘
菓
あ
り
　
　
高
橋
和
歌
子

高
山
の
カ
ラ
ク
リ
人
形
秋
祭
　
　
　
　
近
内
　
キ
ヨ

十
五
夜
の
夕
餉
賑
は
い
大
家
族
　
　
　
草
野
　
美
沙

野
佛
の
肩
あ
た
・
か
き
花
野
中
　
　
　
青
木
　
良
子

鈴
虫
に
今
日
の
一
日
終
り
け
り
　
　
　
勅
使
瓦
令
造

い
づ
こ
よ
り
か
木
犀
の
香
の
運
ば
れ
て
岡
崎
　
澄
子

ド
ン
グ
リ
の
こ
ぼ
れ
落
ち
け
り
急
流
に
川
村
　
静
恵

〇
十
二
月
例
会
は
、
十
二
月
二
十
七
日
…
中
央
公
民
館
で
行
い

ま
す
。
題
は
、
冬
の
川
・
冬
座
敷
・
掃
納

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
貞
二
選

「風景」

山田　貴子（越河小5年
q
蟹
、
甲
麟　』醒酔1」5　師マ

”



「身捧障害看の職、業訓練生

　　ス．校あんな1．、

　国立宮城身体障害者職業訓練校

では、次の要領で訓練生を募集し

ています。

）応募資格

　○義務教育修了者、またはこれ

　　と同等以上の学力があると認

　　められる身体障害者の方

　○身体障害の程度は、伝染性疾

　　患、発作性疾患および症状の

　　固定していない方を除き、一

　　年問の訓練に耐えられる方。

匪募集科目および定員

劇1石ママワラフ会員募集

　9人制バレーボールに興味のあ

る方、何かスポーツをしてみたい

方は、お気軽にご参加ください。

〉練習日　毎週　火・金曜日

　　　　　午後7時～午後9時

〉会　場　白石中学校体育館

申込みは、高子宅智25－5070へ。

鯉宮城技能開発センター

　　12月講習受講生募集

　技能向上をめざす方、新しい分

野の知識や資格を身につけたい方

は、この機会にぜひ受講しましょう。

麗菖城県高等看護掌校

　　　昭和ら3年度学生碧・

〉募藁人員　40人

レ修業年限　4年

〉受験資格

A：准看護婦仕）の免許取得後3年

　　以上准看護婦㊨の業務に従事

　　している者

B二准看護婦爾の免許を有し、高

　　等学校を卒業しているもの

　　（卒業見込みを含む）

科　自

電子機器科

洋裁科
和裁科
製版印刷科

製本科
軽印刷科

OA事務科

定

10名

10〃

10〃

10〃

10〃

20〃

10〃

科目
義肢装具科

理容科
経理事務課

デザイン科

縫製実務科
（通校で

　きる方1
計12科

定員

10名

20〃

20〃

20〃

10〃

160〃

講習　名
ステンレス鋼溶接

　技術検定受験準備

アーク溶接特別教育

建築技能講座

　「建築測量の基礎」

期　間

15日～17日

（3日間）

3日～5日

〉訓練期間

　昭和63年4月～昭和64年3月

〉願書受付期間

　昭和63年1月8日～2月8日

〉願書提出先

　自石公共職業安定所盈25－3107

》特典

　◎公共職業安定所の入校指示を

　　うけた方

　　（1）月約95，00D円前後の訓練手

　　　当の支給

　　（2）雇用保険をうけている方は

　　期間中引き続き延長して支

　　　給されます。

　◎授業料は無料です。

　◎修了時は、公共職業安定所に

　　おいて就職をあっせんします。

　◎入校のための移転資金が支給

　　（身体障害者手帳所持者）さ

　　れます。

※詳しくは、社会福祉事務所福祉

係奮25－2m内線156へ。

5日・12日ig日

（3日間）

たばこは

市内で買いましょう！

※各コースの詳しい内容、日時、

受講料、申し込み、問い合せは、

雇用促進事業団宮城技能開発セ

ンター開発援助課龍2－362－2254へ

〉願書受付期間

　　昭和63年1月11日～1月23日

　なお詳しくは下記まで。

　名取市愛島塩手字野田山47の1

　　宮城県高等看護学校

　　雪022－384－2265

翻自衛官の募集について

〉応募資格　来春3月高校卒業予

　定者および18歳～25歳の男子

》身分　特別職国家公務員

※詳しいことは、市民課または大

河原募集事務連絡所費0224－53－

2185へお問い合わせください。

＊＊＊＊働く婦人の家＊＊＊＊

圓「働く女性のつど1．㌧

　　　言蒜潤会のおし，らせ

●日時12月5日（土）13：30～15：00

●場所　舞鶴会館　3階

●演題　　「たった一度の女の人生」

●講師　女性問題評論家

　　　　　樋口　恵子氏

●入場料　無料

●申込み先働く婦人の家倉25－5095

●主催　宮城県・白石市

●共催　宮城婦人少年室・宮城県

　労働協会・臼石市働く婦人の家

　超お正月料理教璽

　●日時12月20日（日〉9：30～12：00

　●受講料　無料（ただし、材料代

　　　　　実費個人負担）

　●定員30名

　●申込み12月17日（木）まで働く婦

y　　　人の家へ．

75

醐クリスマス

　　　お菓子つくり教璽

●日時12月14日（月）9：30～12：00

●内容　クリスマスにそなえての

　　　　お菓子

●受講料　無料（ただし、材料代

　　　　　実費個人負担）

●定員30名

●申込み12月10日（木）まで働く婦

　　　　　　人の家へ。

圏お正月死教窒

●日時12月25日（翁9：30～12：00

●受講料　無料（ただし、材料代

　　　　　実費個人負担）

●定員　15名

●申込み　12月20日（日〉まで働く婦

年末年始の業務日程
　　市役所の年末年始の一般事務は

　・12月29日（火）から1月3日（日〉まで休

　1みとなります。ただし一部の事務

　iは次のとおり取り扱いますが、で

　iきるだけ28日（月）の午前中に用事を

　タ
　1済まされるようご協力ください。

　i★市民課窓圓
　り
　i出生届・死亡届は年末年始も受

　1　け付けます。
　き
　i禽会計課窓口・七十七銀行

　　　　　市役所派出所　E

　l醗金・手教料等の収納事務〕
　1、
　　12月29日（火）～1月3日（日）休業

、　☆図書館

　　12月28日（月）～1月4日（月）

　i☆中央公民館

　112月28日（月）～1月4日（月）

睡師離セン外
　1年末年始の「ごみ、し尿収集」
　髪

弊次のとおり行いますので・ご

協力をお願いいたします。

　　　虜！廼1・

（1）12月28日（月）、29日（火）、30日（水）は

　平常コースの収集を行います。

（2）休業期間中は、ごみを集積所へ

　出さないでください。

（3）ごみを出す場合は、よく水切り

　をし、指定の容器（ポリ容器、

　ごみ袋）で出してください。

（4）焼却場へのごみの持ち込みは12

　月30日（オり正午まで受け付けいた

　します。

※1月4日（月）から平常どおり収集

を行います。

　　lT　lli鰻．月τり

（1）し尿の汲取りは、12月29日（火）ま

　で行います。

（2）年内の汲取りの受付けは処理量

　がいっぱいになりしだい締切ら

　せていただきますので、早めに

　お申し込みください。
　　　　　　　　　　　　　　し
（3）汲取りを申し込まれる方は、汲

　取り券を用意してから申込みを1

　行い、未回収にならないように

　ご協力をお願いいたします。

※1月4日（月）から平常どおり行い1

ます。　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　ヒ
　仙南地域広域行政事務組合
　　　　　　　　　　　　　　｝
　　臼石衛生センター　　　　　i

　第一事業所（し尿）費27－21111

　第二事業所（ごみ）智25－40501
　　　　　　　　　　　　　　k禽公立刈田綜嵩病院
　　　　　　　　　　　　　　E　　年末年始の休診のお知らせ　1

　　　午前　　　　　午後12月　　　　　　　　　　午前　　　　　　　　　　　　　後　　　　　　　1月
28日（月

29日（火

30日（水

31日（木）

診療

休診

灘
休診

木診

〃

〃

〃

1日、，

2日（土

3日（日）

4日（月

木診

〃

〃

診療

診木

〃

〃

〃

糞漁騰鰯灘鷺ゴ

公民館だより
☆成人式に参加しましょう！

　新成人になられた方々の第二の

人生の出発を祝し、成人式を開催

いたしますので、ぜひご出席くだ

さい。該当する方には案内状をさ

しあげます。

〉対象昭和42年4月2日から昭

　和43年4月1日までの誕生者

〉日時　昭和63年1月15日働

　　　　午前10時～

〉会場　自石市中央公民館

　成人式には簡素な服装で！

○ 図書館
☆土曜日の午後　日窪日も開館1、

　てi．・ます

　　土日径日　　9：00～16：55

　　日曜日　10：00～16：00

　静かに読書のできる部屋もあり

　ます。お気軽にご利用ください。

★12月（冗）辱寺集

　年末年始の健康なくらし・楽し

　い生活に役立つ本をそろえてい

　ます。

　　料理・健康管理・上手な整理

○

　　収納・大掃除・プレゼントの

　　作り方・楽しい遊びやスポー

　　ツ・礼儀作法・年賀状の作り

　　方他。

⑱子とも霊には、クリスマスの本

　のほか、冬、ゆきなど季節にあ

　わせたさまざまな本を特集して

　います。

　　ご家族でご利用ください。

☆休館日

　12月28日（月）～1月4日（月）

離
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「かるた講習会」　日時　穏月6刈3臥鋤抑時～陰時　会場　中央公民館
鱒



』お、lii蟻嚢慰灘lll霧ぎ

　　　無饗、藥、無織離難総
1魏餐鰯顔鰻1，・無欝，　、癖演叢大手瑚餐暗

團新春を寿ぐ市民の集い

〉日時　昭和63年1月5日（火）

　　　　　　午前11時

〉会場　白石蔵王パレスホテル

レ会費　2，000円

〉申し込み　昭和62年12月19日しD

　まで（名簿作成のため厳守）市

役所秘書企画課盈25－2111内線331

　または、各事務連絡所へ会費を

　添えてお申し込みください。

※な諭申込用紙は、各行政区ごと

に回覧しますのでご利用ください。

團第39回人権週間

　　　　　　　12月ア日～11日

　世界人権宣言が採択されて、こ

としで39周年を迎えます。

　これにちなみ法務省と全国人権

擁護委員会が共催し、12月7日か

ら11日までを「第39回人権週間」

として、各地で人権意識高揚のた

めの活動を行うことになりました。

　当市では、仙台法務局大河原支

局と大河原人権擁護委員協議会の

共催により、次のとおり無料人権相

談所が開設されます。

　人権問題についてお困りの方は

ぜひご相談ください。

〉期問　昭和62年12月7日～11日

　　　　午前10時～午後3時

〉場所　市役所市民課相談室

レ担当者　地元人権擁護委員

　　　　　法務局職員

一汰権週間相談日及び担当委員一

幽下水適きれいな町のゆめつ文り

　今月は、下水道事業受益者負担

金第3期分の納期です。

　納期内に納めましよう！

保育園児募集について

月　日

2月7日

8日

9日

10日

11日

甚日

月

ゾ

水

木

金

担当委員氏名

小岩　庄一

佐藤俊彦

山崎俊男

佐藤一時

渡辺郁世

　　ご協力ください！

　通産省では、昭和62年工業統計

調査・石油等消費構造統計調査を

行います・年末から1月にかけて

調査員がお伺いしますので、ご協

力くだきい。

　昭和63年4月1日から自石市保

育園に入所する幼児等を受付けま

す。

　保育園は、家庭の都合により幼

児等の面倒をみることができない

（保育に欠ける）場合に両親にか

わって幼児等を保育することを目

的とする児童福祉施設です。

レ保育園に入所できる理由

　〔1）母親が外で働いている

　（2）母親が家庭内で家事以外の仕

　　事をもつている（内職自営）

　（3〉母親がいない（父子家庭）

　（4）母親が出産・病気・心身に障

　　害がある

　（5）母親が病人や心身障害者侃）

　　の世話をしている

　（6）その他どうしても児童の保育

　　ができない事情がある

》保育園入所定数

　東保育園90名、深谷保育園60名

　西　ク　90名、小原　〃　40名

　南〃120名、自川
　北　〃　60名、越河

　大鷹沢保育園40名

〉受付期間

〃　60名

〃　60名

昭和63年1月5日（火）から

　　　　昭和63年1月25日（月〉まで

〉受付時間

　平日　8：30～17：00

　土日謬日8：30～12：00

〉受付場所

　社会福祉事務所保育係

　越河・深谷・小原・自川・大鷹

　沢保育園でも受付けます。

〉保育料

　児童福祉法の規定により、それ

　ぞれの家庭の前年の課税状況に

　よって決められます。

〉申し込み方法と必要書類

　入所申請書と次の添付書類が必

要です。

　（1）源泉徴収票（給与所得者）又

　　は、確定申告書の写し（確定

　　申告者）

　（2〉就業証明書又は、内職証明書

　（3）農業従事者は農業証明書、自

　　営業従事者は自営業証明書（民

　　生児童委員の証明が必要）

〉申請書は、12月10日から社会福

　祉事務所・越河・深谷・小原・

　自川・大鷹沢保育園で配布しま

　す。詳しくは、社会福祉事務所

　保育係智25－2111内線154へ。

87☆火災の発生しやすい季節です、火の取り扱いには十分に注意しましょう？

動婁禿米判明中国残留日本人

　　　　孤児名鑑の閲監について

　厚生省援護局で作成した『身元

未判明中国残留日本人孤児名鑑』

を閲覧いたします。希望される方

はご連絡ください。

　連絡先：社会福祉事務所総務係

　　　　智25－2111内線154へ

餓購肉縦勅て

毅蹴評培煙P即町躰人既多艶

欝

職
短

魯　　ヌ嚢　，糟封、．

垂　　淳　　♂復建謁㌦

金白石市民ダンスバーティ
　　　　　　　のこあんな監，、

〉日時12月5日（土）

　　　午後6時～9時
レ場所　白石市民会館大ホール

〉主催　白石市体育協会所属

　　　　白石社交ダンス愛好会

※言羊しくは、丘26－3640昼亦音区また

は、曾25－2849鈴木までお問い合

わせください。

rみやぎ蔵王

　　　白石スキー場開き

　　12月19日（土）午前10時～

　　リフト無料・乗り放題です！

　粉雪を舞い上げ

　　豪快にパウダースキーイング

　　白石スキー場で

　　　初滑りを楽しみましょう！

　、福’F↑』〆ミ

資安全運転者の1、るし

　［S鞭カート．をお持ちてすか

　S　Dとは『セーフ・ドライバー』

つまり安全運転者の頭文字をとっ

たもので、1年間以上無事故、無

違反の運転者にだけ交付されるも

のです。この申込み用紙は、警察

署交通課窓口や駐在所にあり、手

数料は1件につき600円です。

　すでにSDカードをお持ちの方

は、カード右肩の無事故・無違反

の年数をさらに伸ばすよう、安全

運転にご協力ください。

　泉市市名坂字高倉65番地

　自動車安全運転センター

　　宮城県事務所ao22－373－7171

☆支払調書の提出IJ2月1日まで

　給料や報酬、利子、配当などの

支払者は、その支払先ごとに支払

金額や源泉徴収税額などを記載し

た書類（支払調書）を税務署に提

出することになっています。

　この支払調書は、その年中の支

払分を取りまとめて提出するもの

で、利子や配当などの一部を除き、

翌年の2月1日（例年は1月31日

ですが、31日が日曜日のため）ま

でに提出することになっています。

★11月は組織化促進強化月間

　協同のカで企業経営の

　　　　　近代化・合理化を！

○中小企業者の組合とは……

　中小企業は、資金力・技術力・

情報収集力の弱さなどのため、近

代化や合理化が立遅れ、また取引

の面でも弱い立場にあります。

　中小企業組合は、個々の中小企

業者では対応の困難な新製品・新

技術の開発、人材養成、市場開拓

などを協同の力で達成しようとす

る組織です。

レ中小企業組合の設立・運営は

　　宮城県中小企業団体中央会

　　　仙台市本町三丁目5番7号

　　　　雪022－222－5561へ。

國公立刈田綜合病院職員募集

　昭和63年4月1日採用の職員を

次により募集します。

レ職種及び採用人員

　①初級・一般事務　　1名

　②看護婦　　　1名
　③調　理　師　　　　1名

〉受験資格

　①初級・一般事務

　　昭和63年3月大学，短大及び

　　高校卒業見込みの者。

　②看護婦

　　昭和36年4月2日から昭和43

　　年4月1日までに生まれた者

　　で、高等看護学校等の卒業ま

　　たは卒業見込みの者で、看護

　　婦の免許証を取得または取得

　　見込みの者。

　③調理師

　　昭和28年4月2日から昭和46

　　年4月1日までに生まれた者

　　で、調理師の免許証を取得し

　　ている者。

レ試験日時及び場所

　昭和62年12月22日（火）午前10時～

　公立刈田綜合病院大会議室

　　　　　　　　　（新館1階）

レ申込み受付期間

　昭和62年12月7日（月）から昭和62

　年12月12日（土）まで（12月12日消

　印有効）

レ申込み方法

　公立刈田綜合病院庶務課人事係

　に用意した用紙を使用し、所要

　事項を記入し提出してください。

※詳しくは、公立刈田綜合病院庶

務課人事係容25－2145（内線206）へ

お問い合わせください。

　年賀状はお早めに！

12月15日から引き受けます

　　　　　白石郵便局
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一謡嵐

休日急患当番医
月　日

12／6
13

20

27

1／1

2
3

内 科

三浦クリニノク　（25）6854

柿崎医院㈲2210
刈田病院（25）2145
亘理医院（25）8501
広瀬医院砲5）0238
三～甫クリニック　（25）68　54

亘理医院（25〉8501

外 斗看

刈田病院（25）2145

堤医院（25）1181
刈田病院㈲2145
加藤（大1医院（26）2653

堤医院（25）1181
刈田病院（罰2145
加藤（大）医院（26）2653

※都合により変更になる場合もあります。
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定　例　相 談

　第18回白石市民文化祭
　去る11月1日～3日に中央公民
館において市民文化祭が開催され
ました。市内の文化団体の作品が
展示され、詩吟・舞踊・合唱・バ
レーなど各種芸能も発表されまし
た。洋室むきの新しい生け方の生
花も初めて展示・披露されました。

（12月分）

欄炎感分

市長相談

人権擁護
相　　　談

行政相談

生活相談

社会保険
相　　　談

税務相談
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消費生活
相　　談

補聴器巡回1

サービス

婦人相談

無料法律
相　　談

帽談目

15

15

15

15

5・25

15

15

　
金

15

周
一
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鰯
胤

リオン

11・24
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　18

15

15

身障者，
相　　談　　9

青　少　年
相　　　談

　
　
金

5
　
木

1
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毎
局

時　　閤

10：00～

　12：00

10：00～

　15：00

10：00～

　15：00

10：00～

　15：00

10：00～

　12：00

9：30～

　15：00

10：00～

　15：00

10：00～

　15：00

13：00～

　14：00

10100～

　11100

10：00～

　15100

10：00～

　15：00

10：00～

　15：00

9：00～

　17：00

場　勝

白石市役所
1階市民室

白石市役所2階

第2会議室

白石市役所2階

第2会議室

自石市役所2階

第2会議室
白石市役所1階
消費生活相談室

自石市役所4階

大会議室

臼石市役所2階

第2会議室

白石市役所1階
消費生活相談室

福祉事務所

自石市役所2階

第2会議室

白石市役所4階

第4会議室
白石市役所3階

第3会議室
白石市役所4階
青少年相談

　　センター

的
、
　 霧

市行政に対する質間、

要望等について、川井
市長が直接相談に応じ
ます。

結婚、離婚、遺産相続、
借地借家、雇用、差別待

遇問題等

国や県、市など役所の
行う仕事について困っ
ていることや希望等

市民の日常生活上の困
りごと

健康保険、船員保険、
厚生年金など

相続や贈与、土地売買
に関する税金、法人の
税金などの相談

買物苦情、消費生活一
般

補聴器の修理、調整な
ど

家庭内の人間関係や異
性との問題等で悩んで
いる女性の方

法律についての困りご
と

身体障害者精神薄弱者
の生活、職業、結婚等

子供の教育上の相談

六四2，4認ノ、勇釦，齢g、戎女21、6酌，義、－1鮮洲「ら）3戸 88
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